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１．	
 はじめに 

	
 これまでスポーツ動作の力学分析には、床反力計

に代表される高価な計測装置を必要としてきた。し

かし、近年の情報機器の発達により、家庭用ゲーム

機用に開発されたセンサで力計測が安価・手軽にで

きるようになってきた。本研究室では任天堂ゲーム

機 Wii 用の外部コントローラとパソコンとを接続し

たスキージャンプ向けのトレーニング機器（Wii 

trainer）を開発した 1)。Wii trainer ではバランス

Wiiボード（RVL-021, Nintendo, 以下 BWB）を利

用し、被験者の圧力中心（COP）と床反力上下方向

成分（BWB表面に対して垂直方向、Fz）をモニタリ

ングできる。BWBには歪みゲージ式フォースセンサ

が 4 つ搭載されており、この計測値から Fz や COP

を測定できる。COP計測の精度と信頼性については、

任天堂が示す対象体重 136kg 以下においては保証さ

れている 2)。しかし、BWB上でスキージャンプのテ

イクオフ模擬動作を行った場合、その踏切力のピー

ク値は上記の推奨体重を超える。そこで、本研究で

は、Wii trainer による Fz 計測の精度を検証するこ

とを目的とした。 

２．	
 方法 

	
 精度検証は静的および動的条件で行った。静的検

証では、研究用の床反力計（BP6001200, AMTI社製）

の上に BWB を設置し、その上に重りを 10~180kg

まで10段階で段階的に乗せた時の両装置の計測値を

比較した。動的検証では、同様の実験系において、

被験者（男８名、女 2 名）に BWB 上で 2 回の垂直

跳び動作を課した時の両装置の床反力波形を計測し

た（図）。分析では 2回のジャンプ動作間の接地中を

解析範囲とし、床反力波形から着地と踏切局面のピ

ーク値（図中、peak1, 2）および接地中の力積を計

測値とした。両装置による計測値の関係は Pearson

の相関係数検定によって調べた（P < 0.01）。 

図	
 動的検証の課題動作と計測波形の一例。グラフは床反力鉛直

方向成分の計測波形を示す。上はWii trainer、下は床反力計によ

る計測結果。解析範囲は 2回のジャンプ間の接地中の波形データ。 

３．	
 結果と考察 

	
 動的検証時の両装置の床反力波形の一例を図に示

す。静的および動的検証において、床反力計および

BWBの計測値の間には統計的に有意な（P < 0.01）

強い相関関係（r = 0.99）が認められた。また、動的

検証において、着地・踏切局面のピーク値では 2000N

超の値も含まれていた。テイクオフ模擬動作中の最

大床反力が体重+850N 程度との報告 3)を踏まえると、

Wii trainer ではテイクオフ模擬動作時の Fz を高い

精度で計測できることが検証された。 
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